
　北東北３県は互いに労働市場が重なり合ってお
り、同地域内で発効が遅い県があると、人材が条
件の良い県に流れる可能性がある。最短で発効す
ることで「働く場所としての魅力」が高まり、人
材確保や定着につながる。

　物価高騰が続く中、最低賃金の引き上げが一日
でも早く発効されれば、その分早く労働者の手取
りが改善され、生活の安定につながる。特に生活
必需品の値上がりが止まらない状況では大きな支
えとなる。

　青森地方最低賃金審議会は８月28日、最低
賃金を現行の時間給953円から76円（7.97％）
引き上げ、1029円とするよう青森労働局に
答申した。本県の最低賃金の千円突破は初
めて。

　引き上げ幅は国の中央審議会が示した目安64円を12円上回った。現行方式となった2002年度
以降、最大の上げ幅だった昨年度の55円を大きく超えた。

　７月15日以降、専門部会を７回開き、労働者側の代表として連合青森 中野隼事務局長、連合
青森 秋田谷宗孝副事務局長、UAゼンセン 野坂聡子委員、自動車総連 保土澤貴委員、電機連
合 相馬満委員の５名は、使用者側の代表と有識者ら公益代表の委員と具体的な金額について協
議してきた。２度の答申先送りを経る異例の展開。労働者側が発効日を早めることを求めるな
ど攻防の末、76円という大幅な引き上げ、発効日は11月21日でようやく決着した。

　賃金引き上げが早く地域に浸透することで、消
費の活性化や地域経済の循環にプラスの影響を与
える。他県に先駆けて実施することは、地域経済
の底上げを早める効果を持つ。

　早期発効により、最低賃金に近い水準で働く労
働者だけでなく、関連する賃金レンジの労働者に
も早く波及効果が及び、賃金の底上げが加速す
る。

人材確保・定着に有利

労働者の生活支援がいち早く実現

▶発効日が最短となることで

発効日は2025年11月21日

青森県も時間給千円台の時代に！

昨年を上回る過去最大の上げ幅

地域経済の下支え効果

賃上げ効果の波及が早まる

青森県最低賃金
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　連合青森は、2025春季生活闘争にかかわる最終
集計を行った。その結果、８月末で回答を引き
出した122組合の賃上げ加重平均は、額で12,481
円（昨年同時期比＋2,157円）、率 で4.57％（同＋
0.53％）となり、いずれも昨年を上回り、大幅な
引き上げとなった。これにより、３年連続で過去
最高水準の引上げが更新され、今春季生活闘争で

　人事院は８月７日、国家公務員の給与改定に
ついて、月例給を平均15,014円（3.62％）、一時金
を0.05月引き上げるよう、国会と内閣に勧告した。
これが実施されれば、月例給・一時金ともに４年
連続の引き上げとなる。月例給は、初任給を高卒
で12,300円（約6.5％）、大卒で12,000円（約5.5％）
引き上げるとし、これを踏まえ、おおむね30代後
半までの職員が在職する号棒に重点を置いた引き
上げ改定とした。その他の職員が在職する号棒に
ついては、改定率を逓減させつつも昨年を大幅に
上回る引き上げ改定とした。また、定年前再任用
短時間勤務職員についても、各級の改定額を踏ま
え、所要の引き上げ改定とした。一時金について
は、民間の支給月数（4.65カ月）が国家公務員の
支給月数（4.60カ月）を上回ったことから、0.05

掲げたテーマ「賃上げの定着」について、一定果
たしたものと評価できる。
　今春季生活闘争の特徴としては、業種にかかわ
らず全体の底上げが図られたこと。地場労組の平
均も１万円を超え、粘り強く交渉した成果と言え
る。そのほか、若年層に限らず全年齢を配慮した
配分が行われた組合もあった。

月の引き上げ勧告となった。この他、自動車等使
用者に対する通勤手当について、2026年４月から
距離区分の上限を「100km以上」とし、「60km以
上」の部分に５km刻みで新たな距離区分を設け、
その上限額を66,400円とすること、さらに、１カ
月当たり5,000円を上限とする駐車場等の利用に
対する通勤手当を新設するとした。
　これから、都道府県や指定都市等では、人事院
勧告を一定踏まえ、それぞれにおいて人事委員会
勧告が行われる。
　連合青森官公部門の地方公務員部隊も10月予定
の県人事委員会勧告に向けて、月例給・一時金の
引き上げや全年齢への配分などを柱に取り組みを
強化することにしている。

2025春季生活闘争回答集計　８月末（最終集約）

＜2025春季生活闘争　最終集計結果（2025／８月末）＞
【全　体】（全加盟30産別232組合のうち、対象：民間23産別・174組合／21,056人）� ※昨年同時期比較

年　度 要求組合数 要求組合率
要求額・率（加重）

妥結組合数 妥結組合率
/要求組合

妥結額・率（加重）
額 率 額 率

2025年 132組合 75.86％ 15,603円 5.91％ 122組合 92.42％ 12,481円 4.57％
2024年 130組合 71.82％ 12,780円 5.83％ 121組合 93.08％ 10,324円 4.04％
前年比 ２組合 4.04㌽ 2,823円 0.08㌽ １組合 ▲0.66㌽ 2,157円 0.53㌽

【地場労組】　（14産別・104組合／10,836人）

年　度 要求組合数 要求組合率
要求額・率（加重）

妥結組合数 妥結組合率
/要求組合

妥結額・率（加重）
額 率 額 率

2025年 75組合 72.12％ 15,881円 6.34％ 69組合 92.00％ 11,171円 4.58％
2024年 76組合 70.37％ 12,476円 6.22％ 71組合 93.42％ 9,605円 4.07％
前年比 ▲１組合 1.75㌽ 3,405円 0.12㌽ ▲２組合 ▲1.42㌽ 1,566円 0.51㌽

３年連続過去最高水準、一定「賃上げの定着」果たす

月例給・一時金ともに引き上げ

賃上げ平均1万2481円、4.57％

▶▶▶官公部門連絡会

2025人事院勧告８月７日
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2025 平和行動
　連合は、「安心して暮らし、働き、労働運動に携わる
ことのできる社会」の実現には、「社会が平和で安定し
ていること」が大前提とし、積極的に平和運動を推進
している。特に平和４行動として、沖縄、広島、長崎、
根室で毎年行われる集会等に参加し、①核兵器廃絶に
よる世界の恒久平和の実現と、被爆者支援の強化、②
在日米軍基地の整理・縮小、日米地位協定の抜本的見
直しに向けた運動、③北方領土の早期返還と日ロ平和
条約の締結をめざす運動の３つの課題に対する取り組
みをすすめている。
　８月５日の「平和ヒロシマ集会」に連合青森の構成
組織から３名が広島を訪れ、平和広島市平和記念式典
やピースウォークに参加した。その団長を務めた佐藤
副会長から報告をいただいた。

2025年８月４日（月）～６日（水）

In広島

平和行動In長崎に関しましては次号に掲載予定です。

連合2025平和ヒロシマ集会に参加して
連合青森 副会長　佐藤　英司（自治労県本部中央執行委員長）

　ロシアとウクライナの戦争は４年目となりましたがいまだに続いて
います。イスラエルのパレスチナへの攻撃も凄惨さを増しています。
　７月に行われた参議院議員選挙では、核武装が安上がりだという候
補や八紘一宇など戦時中のスローガンを掲げる政党や排外主義をあお
るような言説などが軽々に取り扱われました。
　被爆80年、戦後80年を迎え、戦争の記憶を反戦の思いとともに風化
させない取り組みが必要だと感じています。
　８月５日、連合2025平和ヒロシマ集会に参加し、広島県原爆被害者
団体協議会の切明千枝子さんから被爆体験証言を聞くことができまし
た。95歳という高齢にもかかわらず１時間近く証言をされました。
　前半は、戦時下ではあるけど、どこかのんびりした証言で、何を聞
かされているんだろうと少しいぶかしく思いました。後半はいきなり
世界が変わりました。原爆が落とされたからです。引き込まれ、目を
そむけたくもなり、体験証言を聞くことの貴重さを理解できました。
　内容については、切明さんの名前で検索すれば、web上でどなたで
も見ることができるようですので、ここではいちいち触れませんが、
最後に切明さんが会場に向かって「皆さんが歩く広島の地のその足元
には原爆犠牲者の遺骨があるのだということを意識してほしい」とい
うことを大切に受け止めなければと感じたところです。
　証言が終わって、会場前列には外国からの参加者がいましたが、皆
さんスタンディングオベーションしていました。私もしたかったんで
すが、気後れしてできませんでした。そこは少し後悔しています。
　最後に、関係者の皆さんに感謝申し上げます。ありがとうございま
した。

８月５日（火）16時から行われた「被爆80年 連合2025
平和ヒロシマ集会」に参加した。（＝広島上野学園
ホール）

各構成組織からお預かりした折
り鶴は千羽鶴として献納された。

左から自治労 木村英樹さん、
佐藤英司連合青森副会長（自治
労）、 情報労連 島村芽楼さん。
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　連合青森は蓬田村長選挙立候補予定者の推薦について、政治センター第７回幹事会（2025年８月８日
付・政治発42号・持ち回り）および、第15回執行委員会を持ち回りで開催し、「八戸 慎幸」氏を蓬田村
長選挙連合青森推薦候補者として決定した。蓬田村長選挙は2025年10月21日告示、同月26日投開票予定
となっている。ご支援、ご協力を。

昭和49年３月８日 蓬田村に生まれる
平成元年３月	 　蓬田中学校卒業
平成４年３月	 　青森北高校卒業
平成８年３月	 　仙台大学卒業
平成12年４月	 　蓬田村役場に入職
		  　税務課、総務課、教育委員会に在籍
令和７年６月	 　副参事兼総務課調整監で退職

1. 活力あふれる村づくり
2. 安心・安全な村づくり
3. みんながつながる村づくり

八戸のりゆき

３つの約束

蓬田村長選挙 氏を推薦決定八戸のりゆき

「持ち家」でも

「賃貸住宅」でも

青森推進本部

0225B003

（青森県労働者共済生活協同組合）

意外と多い︖︕

家財の保障に加入しましょう！

■2023年度「火災共済共済金」支払件数の割合

＼スマホでカンタン／

クイック試算 なら

30秒でお見積もり！

公式キャラクター

ピットくん

72.0％︕
家財の被害による支払い
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